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タイトル「ゆめの中は雪の中」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

ますだあこ さん（8 歳） 

 

 

＜表紙に掲載する私の 1点、1 枚を募集しています＞ 

 あおぞらの表紙にあなたの作成した作品を掲載してみませんか？興味が湧いたらご連絡ください。 

①作品のタイトル ②説明（30字程度）③掲載するお名前 ④年齢 ⑤連絡先（氏名・メールアドレス

または電話番号）を明記のうえ、メールまたは FAX、郵送にてお送りください。 
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 田原市空き家バンクのご紹介！！ 

 

田原市は、愛知県の最南端に位置し、北は

三河湾、南は太平洋、西は伊勢湾と三方海に

囲まれており、黒潮の影響から比較的温暖

な気候で年間平均気温は、約 17℃と自然環

境に恵まれたまちです。また、産業面におい

ては、日本一の農業産地であり、工業におい

ても製造業を中心とした全国屈指のまちで

あります。海沿いには、さまざまな産地直売

所が立ち並び、新鮮な野菜や果物を買うこ

とや地元食材を使用した飲食店も多く並ん

でいます。 

また、年中サーフィンができることからサ

ーフィンのメッカとしても有名です。 

このように自然豊かであり産業が豊富な

まちですが、本市においても全国的な傾向

と同様に少子高齢化・人口減少社会が進展

しており、総合計画では、人口減少に歯止め

をかけ、まちの活力を維持することとして

います。 

 

このため、本市においては、近年、増加傾

向にある空き家の有効活用を促し、人口減

少対策の 1つとして、平成 21年度に「空き

家バンク」を設置しています。 

 この制度は、市内における空き家の有効

活用を通して、定住人口増加のための誘導、

推進を図り、地域の活性化及び地域コミュ

ニティの維持に繋がる、魅力あるまちづく

りに寄与することを目的としているもので

す。また、本制度は、登録制度となっており、

賃貸もしくは、売買を希望する空き家の所

有者と、定住、移住希望者が出会えるよう、

市が空き家の情報提供と入居者の募集をす

るしくみとなっています。 

「自然豊かな田原暮らしを希望する方、

定住・移住希望のある方、田原に住んで毎日

サーフィンを楽しみたい方など、お気軽に

ご相談下さい！」 

詳しくは、下記の問合せ先へご連絡いた

だくか、本市ホームページをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

田原市役所 建築課 住宅係  

〒441-3492 田原市田原町南番場 30-1 

T E L：0531-23-3527 Mail：kentiku@city.tahara.aichi.jp 

 県内市町村の住まいや街づくりの取り組み紹介① 
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 高蔵寺ニュータウン地区は、昭和 43年の入

居開始から 50年が経過します。充実した施設

や自然環境に恵まれている一方で、人口減少

や少子高齢化による課題が明らかになってき

ました。そこで、平成 26年度に、高蔵寺ニュ

ータウンの空き家及び空き地の流通促進を図

り、魅力ある居住環境の創造や地域の発展に

寄与することを目的として「高蔵寺ニュータ

ウン住宅流通促進協議会」を設立しました。 

 この協議会は、春日井市市政アドバイザー

を全体統括とし、春日井商工会議所、春日井

市、UR 都市機構中部支社、㈱UR リンケージ中

部支社、高蔵寺ニュータウンセンター開発

㈱、住宅金融支援機構東海支店、㈱大垣共立

銀行、高蔵寺まちづくり㈱で構成されていま

す。各会員が役割分担をしながら、官民連携

により課題の解決に取組んでいます。 

 平成 26年度より、空き家のリノベーション

アイデアコンペやリフォーム補助モデル事業

等を実施したほか、空き家バンクや高蔵寺ニ

ュータウン公式サイト（左下 QR コード）を立

ち上げ、積極的な情報発信に努めています。   

近年では、リバースモーゲージ※1やホーム

インスペクション※2といった中古住宅の流通

を促す制度の活用や周知を目的としたセミナ

ーを多数開催しています。今年度は、国土交

通省の「先駆的空き家対策モデル事業」にも

選定され、新しい住宅流通の取り組みとして

UR 賃貸住宅の空き室を DIY によりリノベーシ

ョンするワークショップを開催しました。 

また、大垣共立銀行や十六銀行と連携した

低金利ローンの実施、UR都市機構と連携した

親族の近居による家賃減額など、多様な主体

との連携による移住・定住支援を展開してい

ます。 

 今後も、高蔵寺ニュータウンは、多様化す

るライフスタイルの提案と取り組みを充実さ

せることで、子育て世代の居住を誘導し、世

代間の均衡が取れた持続可能なまちを目指し

ていきます。 

 

【高蔵寺ニュータウン空き家バンクとは】 

高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会の

構成団体である春日井商工会議所が管理運営

している空き家情報サイト（右下 QR コード）

です。 

当サイトを通じた不動産売買については、

当商工会議所の会員企業が不動産仲介、改築

工事の設計・工事施工の相談にのります。地

元を知り尽くした事業者が、春日井での新た

な暮らしを住宅の面からサポートしていま

す。 

 

※1 リバースモーゲージ…自宅（持ち家）を

担保にした主にシニア層向けの融資制

度。自宅を所有しているが現金収入が少

ないという世帯が、住居を手放すことな

く収入を確保するための手段。 

※2ホームインスペクション…住宅に精通し

た建築士などの専門家が、住宅のコンデ

ィションについて調査を行い、住宅の劣

化状況、欠陥の有無、改修すべき箇所や

その時期、おおよその費用などを見きわ

め、アドバイスを行なう。

 

 

  

 県内市町村の住まいや街づくりの取り組み紹介② 

＜高蔵寺ニュータウン公式サイト＞ 

 

＜春日井商工会議所が管理運営 

     している空き家情報サイト＞ 
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認知症になりやすい人の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症を予防するためには、各年代に応じた危険因子と保護因子を明らかとして、危険因子の排除と保

護因子の促進をする必要があります。高齢期には、加齢にともなって生じるさまざまな症状（老年症候

群）を排除することが重要であり、活動的なライフスタイルを身につけることが必要となります。 

 

アルツハイマー病と密接に関連しているのは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険因子のなかでも、身体的不活動を改善することはアルツハイマー病の予防につながる可能性があり

ます。身体活動には、特別に時間をとって実施する運動と、日常生活の中で実施する活動とが含まれ、

これらの要素をバランスよく取り込んでいくことが身体活動量を向上させるために重要となります。 

 

出典元：国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

『認知症予防へ向けた運動コグニサイズ』冊子より 

 認知症予防① 

Barnes DE,Laurol Neurol 2011.より改変して作図 
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コグニサイズ 

コグニサイズとは、コグニション（認知）とエクササイズ（運動）を組み

合わせた造語で、コグニション課題とエクササイズ課題を同時に行うこと

で、脳とからだの機能を効果的に向上させることをねらいます。 

コグニサイズ：コグニステップ 

 

  

④ 
③ ② 

自分側から見た足の動き 

※足の動きを示す図は、自分側から見たもの（以下同様）。 

大きく 

動かす 

3左横に大きく

ステップして、

拍手する。 

両足をそろえ、

背筋を伸ばして

立つ。 

右横・左横に 

ステップ 

※1～4を 1セットと

して、約 10 分間繰

り返す。 

 認知症予防②（ストレッチしてから開始し、休憩を取ってください） 

コグニション課題 

両足で立って、しっかり考えながら 1 か 

ら順に数をかぞえ、「3」の倍数では、 

手をたたきます。 

 

 

 

エクササイズ（ステップ）課題 

ステップを覚えます。 

①右足右へ→②右足戻す→③左足左へ→ 

④左足戻す 

（①～④を繰り返します） 

リズムよくステップします 

コグニサイズ コグニステップ 

 

まずは、「3」の倍数で手を叩くことから始めてみましょう。慣れてきたら、ステップの順番を変えた

り（例：左右や前後を組み合わせる）、手をたたく倍数の数や数の数え方（例：「13」からかぞえ始め

る、数を引きながらかぞえる、など）を変えたりと様々な種類を試してみましょう。工夫次第でいろ

んな方法で楽しめます。 

 

コグニサイズでは、運動と認知トレーニングを組み合わせることで、脳への刺激を促すことが期待で

きますが、これだけで認知症が予防できるわけではありません。普段からの食生活や睡眠、適度な運

動など、健康的な生活を心がけることも重要です。 

 

 

 

STEP1 STEP2 

STEP3 

慣れてきたら、

次の課題に移り

ましょう。 

 

1 右横に大きく

ステップする。 

2 右足を

元に戻す。 

4 左足を元に戻す。

ここまでが 1 セット 

大きく 

動かす 

自分側 

拍
手 

  
運動しながら、脳を刺激する  ステップ運動+3 の倍数で拍手 

① 
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 名古屋育ちの私は雪景色を知らずに育った

が、福島市に 16 年間暮らして、冬に雪が積も

り春を待ちわびる気持ちを知った。 

 四季の自然（春の桜、夏の星空、秋の紅葉、

冬の雪）を実感することで、はじめて理解でき

るようになった本がある。「妖精詩集」（W.デ・

ラ・メア著、荒俣宏訳、ちくま文庫）だ。東京

で過ごした学生時代、私はこの本を理解できな

かった。美しい挿絵に惹かれてページを繰って

も、活字から情景がイメージできずにいた。と

ころが福島市で子育てをしながら過ごして数

年、ある日ふと「妖精詩集」を読み返して驚い

た。草むらのそよぎ、梢の風のささやき、夕ぐ

れの薄闇、雪の透明感、それらが生き生きと実

感できた。簡潔な詩の行間から、東北の自然で

知った日々の景色が浮かんだ。異国の詩人が半

世紀前に、寡黙な言葉でとじこめた自然の息吹、

それを日本の東北の片隅で共有できる自分自

身に驚いた。 

 あるいは、そのささやかな驚きが、福島市で

得た豊かな時間のうち、自分の根を揺るがす、

最も深い体験だったかもしれない。2011 年 3

月 16 日の自主避難のとき、数日分の手荷物だ

けをつめた旅行かばんに「妖精詩集」の文庫本

を入れた。とっさの思いつきだったが、避難先

の名古屋でこの詩集にはずいぶん心慰められ

た。古びた文庫本は今も手元にあって、さまざ

まに語りかけてくる。 

 震災後の自主避難で失ったもののうち、今で

も残念なのは、子どもの頃から弾き、福島でも

レッスンに通っていたピアノを手放したこと

だろうか。震災前に、ピアノの先生から「新し

い曲に１年がかりで挑戦しましょう」と提示さ

れ、楽器店に注文して取り寄せた「シューベル

トの即興 OP142・No.3（5つの変奏曲）」の楽譜

は、とうとう弾かずじまいだった。30 年前に

不治の病で夭逝した妹も弾いていた思い出の

ピアノなので、手放す決心が何年もつかなかっ

たが、福島市の自宅は売ってしまったし、今は

名古屋の賃貸マンション暮らしでピアノの音

量は近所迷惑になる。置き場所もなく、とうと

う涙をのんで中古売買の窓口から製造元に売

ってしまった。 

 震災後の自主避難で生活は様変わりしたが、

実家のそばに家族で住み、高齢の両親は喜んで

くれる。被災者の立場でお世話になった区の社

会福祉協議会だが、今は「たまり場プロジェク

ト」に住民として参加し福祉を学んでいる。知

らないことばかりで面白い。失ったもの、得た

もの……まだすっきりと整理できてはいない。

日々を重ねることに精一杯だ。 

愛知県被災者支援センターから「ADR 損害賠

償」の手続きをとるようにと勧めていただいた

が、いくばくかの金銭と、自分が手放した大切

なあれこれを天秤にかけることが、まだできず

にいる。  （あおぞら編集委員 中村友恵） 

 

  

 リレートーク（思い出という名の天秤） 
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～参加者の声～ 

 おかざき交流相談会で、小学生の息子とバナナ

ブレッド作りやアロマハンドトリートメント、甲

状腺エコー検診、甲状腺学習会へ参加させていた

だきました。 

 バナナブレッドは、食材などにとても気遣いが

あり、息子と一緒に楽しく作りました。おみやげ

に作ったバナナブレッドをもらい、家族でおいし

くいただきました。また子どもと一緒に作ってみ

たいと思っています。 

 アロマハンドトリートメントは、たっぷりのア

ロマオイルで手や腕をマッサージしていただき、

心身共にリフレッシュできました。終わった後で

いただいたハーブティーもとてもおいしかったで

す。 

 甲状腺説明会では、普段病院では聞けないこと

やネットで調べても分からないことなど、いろい

ろ詳しく教えていただきました。 

 また、甲状腺エコー検診では、画像を見ながら

質問や相談ができ、丁寧に説明していただきまし

た。 

 普段、子どもの生活面や健康のことなど、心配

事を誰かに相談する機会がなく、1 人で考えるこ

とが多いのですが、同じ境遇の方と学校での話や

生活で気をつけていることなどを話したり、相談

ができ、とても良かったです。また機会があれ

ば、参加したいと思っています。 

（M.K） 

 

～支援者の声～ 

 「参加された皆さんといっしょにバナナブレッ

ドを焼いて楽しみましょう」と、おかざき交流相

談会に参加させていただきました。 

 小さなお子さんからお父さんを交えてのお菓子

作りは、暖かい雰囲気の中、とてもしっとりとお

いしく出来上がりました。 

 震災で引っ越しを余儀なくされた皆さんと共に

お弁当を食べながら、三十数年前『エトセ工房』

を構えるため旧額田町に引っ越した時のことを思

い出しました。ダイオキシン、水俣病、生き物を

死なせてしまう合成洗剤、そして原発の問題

等々、「自分たちの生活は自分で守らねば…」との

思いから長女の小学校入学を機に、美しい水、そ

して豊かな自然を求めて引っ越ししたのです。 

 初めてこの地を訪れたのは、大きなぼたん雪の

降るとても寒い日、これから始まる厳しい生活へ

の不安でいっぱいでした。馬小屋を改造した小さ

な家での一年でしたが、二人の子どもたちはいつ

も元気でみんなと山に川に遊び回りました。そし

て、いつの間にか親を超えて巣立っていきまし

た。 

 新天地でのさまざまな出来事、たくさんの方々

との出会いと力を頂き、ここまで生かされて来た

ことに感謝の思いでいっぱいです。これからも自

分を信じ、少しでも幸福な生活、そして子どもた

ちの未来のために前進して行きたいと思っていま

す。        （エトセ工房 磯貝幸子）

  

 交流会（おかざき交流会） 

2018 年 2月 18 日(日)に開催した交流会の感想です。参加者は 11 世帯 20名でした。 

 
材料 

有塩バター・・・・・・・120g 

卵・・・・・・・・・・・2個    

砂糖・・・・・・・・・・120g 

     小麦粉・・・・・150g 

      重曹・・・・・・小さじ1.5 

     塩・・・・・・・少々 

     シナモン・・・・小さじ１ 

バナナ・・・・・・・・・2本 

レモン果汁・・・・・・・少々 

手順 

１．常温に戻したバターをボウルに入れ、クリーム状にし、

砂糖を2 回に分けて混ぜる。 

 ２．卵を2 回に分けて混ぜ合わせる。 

 ３．２のボウルに、Aを入れ、よく混ぜる。 

 ４．フォークでバナナをつぶし、レモン汁をかける。 

 ５．３に４を混ぜ合わせる。 

 ６．クッキングシートを敷いた型へ流し込む。 

 ７．170℃～180℃に予熱したオーブンで、45 分～50分

程度焼く。 

※型はパウンドケーキ型、ケーキ型、耐熱ガラスなどお好みで。 

＊バナナブレッドの作り方＊ 

○A  
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囲碁クラブ担当・瀧川裕康 

あおぞら読者の皆様へ 

5 年 6ヶ月（66 回）にわたり囲碁クラブを

実施してきましたが、参加者が減少してきた

ので、全参加者の合意により今年 3月をもっ

て終了することになりました。日本棋院中部

総本部様には、私たちのために、毎月無料で

一部屋をお貸しくださったことに深く感謝

を申し上げます。かつては日本中の昼休み時

間は、どこでも働く人の囲碁を打つ風景が当

たり前のようにありました。その延長で、高

齢な被災者の中に囲碁好きな方が多くいる

なら、交流になればと囲碁クラブを始めまし

た。意外と子どもの参加が多い時期があって、

賑わったのは望外の喜びでした。支援者で一

緒に打ってくださった方々は、東北に縁のあ

る方でした。ここまで長く続けられたのは、

これらの参加者の熱意があってこそでした。

これまでに参加されたすべての方に心から

お礼を申し上げます。これは被災者・支援者

の次のステップに進んだ結果の誇りある終

了だと信じます。機会があれば、またお会い

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 支援センターからのお知らせ 

＜編集後記＞ 

 
★福井県の「原発設置反対小浜市民の会」が、昨年 9月に小泉純一郎元総理大臣の講演会を実施した。

その書き起こした長い文章は読みごたえがあった。DVD を買い取って見た動画は 90 分で、辛抱が要

ったが、これまた良かった。（H.T） 

★准認定ファンドレイザーの資格を取得しました。ファンドレイジングのことを理解することができ

ました。（J.I） 

★7 年目の 3.11。皆さんはどう感じましたか？私はツラい思いは今も変わらずにありますが、あの日

をキッカケに出会えた人たちに支えられ、前に進んでこられたなと感謝の気持ちでいっぱいになり

ました。（Y.Y） 

★最近、ガトーショコラやシフォンケーキなどのお菓子作りにはまっています。（H.S） 

★NGO に招へいされ来日したウクライナの母親は講演会で、「チェルノブイリの経験を福島のために還

元したい」と語った。（K.T） 

あおぞらに関する 

ご意見ご感想はこちら 

〒460-0001 

名古屋市中区三の丸 3-2-1 

愛知県東大手庁舎 1階 

愛知県被災者支援センター 

T E L：052-954-6722 F A X：052-954-6993 

Mail：aozora@aichi-shien.net 

＜囲碁クラブ終了のお知らせ＞ 

 

＜第1 回目はプロ棋士による指導碁がありました＞    ＜第 10 回目は老若男女入り混じってにぎやかに実施＞ 

 


